
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

11 日 大川小学校の校舎あとを参拝しました。 
津波で児童 74 人、教職員 10 人が 

犠牲となった大川小学校児童数が 29 人 

に減ったことや、学区の大半が「災害 

危険区域」に指定され、2 月 24 日、 

閉校式が行われました。3 月 11 日は 

全国から参拝者が多く訪れていました。 

私たちは犠牲になった子供たちと先生の 

ご冥福を心からお祈りさせて頂きました。 

11 日 石巻市雄勝町の漁師さんを訪ねました。 
末永自治会長さんや横江さん方からお話しをうかがいました。 

現在の生活状況について「正直なところ震災から 7 年、高台へ移れたが、

今も、二重三重の借金の返済に追われています」「最近は海水温の変化で

不漁が重なります」 

「地域の住民が 1/3 に激減して 

しまいました」「皆さまから支援 

をして頂き本当に大きな力になっ 

ています」「今後ともご支援のほど 

よろしくお願いします」とのお話 

を頂きました。私たちは、漁師さ 

ん方の真剣なお話を頂き、さらな 

る支援活動の大切さを改めて痛感 

しました。ワカメ支援にご協力 

をお願いいたします。 

 

1２日 宮城県から常磐高速道路を走り福島県へ・・・。放射線量が・・・ 
石巻市から三陸道、そして常磐高速 

道路を走りました。 

福島原発に近づくと、急に放射線量が 

異常に高くなり、3,1μ㏜h が掲示され 

ました。政府が定める年間２０㎜㏜  

は、一時間０,23μ㏜  まで、その 

13 倍に当たります。 

二輪車バイクの走行は禁止されていま 

した。心配です。 

1２日 福島県いわき市の「たらちねクリニック」へ・・・。甲状腺がん 196 人に・・・。 

福島原発事故による放射能被害で、甲状腺がんになった 
子供たちが 196 人。まだ子供を抱えて不安な生活している 

多くのご家族のために、無料で甲状腺検査に取り組んでいる 

「たらちねクリニック」の藤田操院長先生を訪ねました。 

藤田先生は、「甲状腺検査と内部被ばく検査の機器を通して 

子どもたちや地域の人々が、少しでも健康で心身を良好に 

保つために少しでも手助けしたい。」との思いを話されました。 

私たちも、子供たちへの力になれればと、ピースサポート協会 

から、支援金をお届けさせて頂きました。 

これからも、福島の子供たちのために呼びかけて参ります。 

「福島子ども支援募金」にご協力をお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行 NPO 法人 ピースサポート協会 
〒379-2143 群馬県前橋市新堀町 190 番地１ 

TEL/FAX  027-265-2277 

E-mail：info＠peace‐sa.co  

URL:http：//peace‐sa．com ピ-スサポ-トとは「心の平和支援」の願いが込められています。     ２０１８年（平成３０年）４月 

3.11大震災から７年 被災地支援活動のご報告・・・。 今も７万３千人避難生活  
仮設・復興住宅生活者が 53,895人 (3月9日現在) 
２万２千人以上が犠牲になった東日本大震災から、１１日で 

７年になりました。 住居や道路、鉄路などまちの形は整備され 

つつあるが、人々の暮らしやコミュニティーの立て直しは道半ば。 

東京電力福島第一原発事故の傷痕はなお深く、廃炉作業は 

スタートしたばかり、難攻を極めている。 
 

震災による死者は1万5895人、行方不明者は2539人 
警察庁によると、死者は、１２都道県の１万５８９５人  

行方不明者は２５３９人。震災による負傷の悪化などで死亡した 

「震災関連死」を合わせると２万２０００人超となります。 
 

汚染土と廃棄物を一時保管、福島県分は中間貯蔵施設へ 
環境省と福島県によると、保管量は計約1330万立方メートルに 

のぼる。それらは福島第一原発を囲む形で整備中の 

「中間貯蔵施設」に搬入し、2015年3月から30年以内に 

県外で最終処分すると法律で定められています。 

藤田操院長先生へ支援金をお届けしました 

 

 

末永会長、横江さんとの話し合い 

 

3 月 11～12 日 宮城県・福島県の被災地を訪ねました。 
 

｢大震災から 7 年、被災地の皆さまから教えられたこと」 
 

被災地の方々は、家も家族も亡くし、ふるさとを無くしていても、笑顔

を忘れずに生き抜いて、新しい地域づくりのために献身されています。  

その力強い方々に振れるたびに、大きな勇気と希望が与えられます。 
 

これから日本国内では、2025 年問題「超・少子高齢化社会」を迎えます。

町内の一人ひとりが助け合い、「見守り・ささえあい」のあふれた、 

住みよい地域社会のコミュニティーづくりが始まります。 

私たちは、今こそ、被災地の方々のように、明るい笑顔と力強い勇気と

希望をもって、多くの市民の皆さまと共に、助け合いの輪を、拡げていき

たいと思います。  みんなで助け合って、善意の輪を拡げ、素晴らしい

日本社会をつくりましょう。 ご支援の程よろしくお願いいたします。  

       NPO 法人ピースサポート協会 理事長 久保田光明 拝 みんなで助け合いの輪を拡げましょう！ 
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平成２9 年度 支援活動の報告 温かいご支援ありがとうございました。 

支援活動 内     容 

ワカメ昆布支援活動 ４，２４０袋 （振り込み済み） 

復興支援活動 雄勝町,東松島市、福島県（支援寄付￥170,000） 

人材育成事業 ダルマ塾 ４月～毎月１回（参加者２０７名） 

講演会事業 足利市,前橋市(参加者 290 名)(支援寄付￥70,000) 

理事会・役員会 理事会 年３回     役員会 年８回 

支援者サポーター １１８名 

 

あなたも一緒に平和支援のサポーターになりましょう！ 
年一口￥３,０００の支援で平和活動の支援者（サポーター）です。 

ピースサポート協会は、多くの皆さんと共に、思いやりあふれる 

家庭や社会を拡げ、国内の被災された方々や、海外の貧困生活に 

苦しむ子供たちへ直接届く支援を推進しています。世界中の平和 

のために、私たちと一緒に平和支援のサポーターになりましょう。 

世界中の幸せは一人の人の心から 

NPO 法人 ピースサポート協会 
事務所 〒379-2143 群馬県前橋市新堀町 190 番地１ 

TEL/Fax（027）265-2277 携帯 090-1113-9200 

E-mail info@peace-sa.com http://peace-sa.com 
 

「葉鹿町トラック市」28.6.5 

毎年開催されるトラック市で、 

ワカメ支援を、樋口さんの支援 

グループが呼びかけてくださいま

す。あっという間に 250 袋の 

ワカメが完売されました。 

 

H30.３.11～６ 宮城県石巻市、雄勝町の皆さんを訪ねました。ワカメを食べて復興支

援にご協力をお願いします！石巻市雄勝町の現状は   石巻市雄勝町は震災前の人口

は約 4300 人。そのうちの 3000 名ほどが津波により被災し、家屋が流出しました。中心市街地である雄勝

町雄勝地区にはおよそ 630 世帯が住んでいましたが、津波によって 590 世帯ほどの家屋が全壊流出し、死

者も 100 名ほどに上りました。 

災害に強いまちづくり宮城モデルの構築が掲げられ高台移転と防潮堤建設が二本柱として進められています。

ほとんど人が戻らない地域に 6.4 メートルの防潮堤建設が予定されています。 

住民の 9 割が出て行かざるを得なくなる復興政策 高台に造成された土地に移転できるのは、震災時に住ん

でいた被災者だけとなっています。被災地としても復興できないというのが今の雄勝町の現状でした。 

雄勝町立浜の 末永勝紀 自治会長さん からのメッセージ 
震災から６年、七回忌を迎えました。港には６メートルの防潮堤がつくられています。しかし若い者は、この

雄勝に戻る人が少なく、これからの課題が残されています。お陰さまで、高台に住宅地が完成し、ようやく足

を延ばして休むことができるようになりました。しかし、人口が激減し、生活復興もこれからです。私たちは、

皆さまのご支援を頂き本当に助かっております。これからもあたたかいご支援をよろしくお願いいたします。 

ワカメを食べて復興支援にご協力をお願いします！ 

<感想> 石巻市雄勝町のかつての町並みは消え去り、水産工場の建物が完成し 

つつありました。多くの人々の尊い命を奪った津波は、静かな海に変化し何事も 

なかったかのような景色でした。残された被災地の皆さまの悲しい思いは、 

どんなに悲しいことかと思うと、涙が自然とわいてきます。被災地の皆さまに 

お会いするたびに、深々と頭が下がる思いです。「私たちも共に、復興の道を 

歩んでまいります。」と いつの間にか心の底から叫んでいました。 

石巻市雄勝町の被災地の皆さまへの生活支援の活動として、新鮮な生ワカメを 

皆さまへ呼びかけ、その代金を漁師さんの口座へ振り込ませていただきます。 

どうか、被災地の漁師さんの生活復興支援に、ご協力をお願いします。         
 

｢ダルマ塾」は、生活に即した諸問題を通して、豊かな心を身に着けて 生

きがいある人生を歩むことが目的です。 

本音での学びあいには 

感動が生まれます。 

日時：毎月第３土曜日 

AM10:00～PM3:00 

会場：足利市民プラザ  

対象：平和支援活動へ意欲のある方、 

誰でも参加できます。 

平成２９年度の活動報告    事業報告･活動計算書はＨＰ http://peace‐sa.com をご覧ください。 

H29.3.5 家族４人を無くし悲しみの現実から立ち直った一人の川上由夫さんを訪ねました。  復興住宅 東松島市あおい団地 

H30.2 月 24 日（土）｢前橋 M サポふれあい祭り」 
 

前橋市民活動センターで 

「ふれあい祭り」が開催 

され、ワカメ復興支援を 

呼びかけて 100 袋完売 

しました。 

多くの皆さまが東北復興 

にご協力して下さり感謝 

でいっぱいです。 

ありがとうございました。 

「小野竹一さん講演会」皆でつくるあおい復興団地 H29.６.10～11 

宮城県東松島市あおい復興団地の自治会長小野竹一氏から、復興団地づ

くりの状況の貴重な講演をいただきました。足利市民プラザ、前橋下川

淵公民館で開催され 210 名が地域づくりの大切さを学びあいました。 

H30.２月１８日（日）足利市民会館で 
「歌声トークサロン」を開催しました。 
足利市の石川博右先生と奥さまのピアノと 

アコーディオンの素敵な演奏ですすめていた 

だきました。本当に楽しいお話と、懐かしい 

曲をみんなで合唱し若いころを思い出しました。 

参加者の８０名は「大きな声で歌えてとても 

元気を頂きました。」と皆さまが大変喜んで 

下さいました。そして、昨年の支援活動の 

ご協力に対し、感謝のご報告をさせていただ 

きました。本当に有難うございました。 

 

2016 年 4 月 5 日に来日 

 

世界一貧しい大統領 

ウルグアイ大統領 
 

ホセ・ムヒカ 氏 

生誕：1935 年 5 月 20 日 
 

「桐生市駅まえ広場」H29.5.7 

桐生市市民活動センター「ゆい」の

近藤センター長さんの配慮により桐

生駅に於いて「ワカメ支援」を呼び

かけました。2 時間で 254 袋完売。 

有難うございました。 

｢被災地支援ツア‐」H29.10.30 

石巻市雄勝町船越の被災地で、三つの 

工場と自宅が流されてしまった生出商店 

の生出一實社長さんを訪ねました。 

生出さんは、「地域に残された人が働け 

る為にようやく新工場を建てました。 

少しでもご支援を頂き復興したい」と 

必死なお話に、今後のワカメ支援の 

お話し合いをさせていただきました。 

「葉鹿町トラック市」H29.6.4 

毎年開催されるトラック市で、 

ワカメ支援を、樋口さんの支援 

グループが呼びかけてくださいま

す。あっという間に 250 袋の 

ワカメが完売されました。 

 

１１日 足利市民プラザ会場にて 

 

１０日 前橋市下川淵公民館にて 

 

ムヒカ大統領の心に沁みる名言 
○ 本当に日本人は幸せなのか？と疑問である。 

○ 貧乏な人とは、少ししかものを持っていない人ではなく、無限の欲が 

あり、いくらあっても満足しない人のことです。 

○ 人生で最も重要な事は勝つ事ではありません。歩み続けることです。 

○ 私たちは発展するために生まれてきているわけではありません。幸せに

なるためにこの地球にやってきたのです。人生は短いし、すぐ目の前を

過ぎてしまいます。命よりも高価なものは存在しません。 

○ 一番大きな貧困というのは孤独だからです。貧困とはモノの問題では 

ありません。この人生というものを共有するということが重要なのです。 

○ 私は貧しいわけではありません、私は質素が好きなのです。欲を持たず

質素に生きると自由がえられるからです。 
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